
1　はじめに

令和5年 6月、文部科学省は「第4期教育振興基本計画 
教育施策の目標」の中で、「教育DXの推進・デジタル人財
の育成」を取上げ、地域DX化の推進及び活性化に貢献で
きるデジタル人材の育成を急務として取り上げた。
米国では、既に、この事態を予測し、2011年に米 IBM、
ニューヨーク市教育局、ニューヨーク市立大学が協働して、
デジタル人材育成に取り組んできた。この取組をP-TECH
と称し、現在、世界28カ国 240校で実施している。
そこで、令和3年 7月、茨城県ではデジタル人材育成を

目的として（社）茨城県経営者協会、日本 IBMと連携して
「いばらきP-TECH」を発足し、筆者と他1名が、その企画
及び運営を担当することになった。いばらきP-TECHとは、
企業連携により行う、高校と短大で5年間のデジタル人財
の育成を行う産官学連携事業である。
本編では、開始2年間（令和3年 9月～令和5年 3月）

の実施概要について報告する。

2　いばらき P-TECH概要

2. 1　実施計画
前任校（水戸工業高等学校）の1年情報技術科を対象に

実施した（Table 1）。

2. 2　実施内容
（1） 1年目の実施内容
① スタートアップ講座
令和3年 9月から始動した。この時期は、新型コロナ過
のため、完全オンライン参加とした。本講座では、県内製造
業、県内銀行、行政のDX推進担当者から、本県の地域の
DX化の現状や課題についてご講義頂いた（Fig.1）。
② アイデアソン講座
令和3年 11月には、アイデアソン講座を実施した。アイ

デアソンとは、特定のテーマについて、グループ・ディス

カッションを行い、新たなアイディアを創出するというもの
である（Table 2）。テーマを「茨城県のお仕事を ITでお助
けしよう」とし、各自で調査・アイディア提案に取組む。そ
の後、グループ内で発表して情報共有を図り、そして、グ
ループ・アイディア考案を行う。これより、地域に潜む諸課
題の発見に向けて協働的な活動を実施した。
③ AI・IoT体験学習
地域のDX化の基礎となる技術を体験できる授業を計画
した。使用教材は、AI及び IoTを組込んだ教材を自作した
（Table 3）[1]。

（2） 2年目の実施内容
① オンライン会社見学会
令和4年 6月、Google Meetによるオンライン見学会を
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開催した（Fig.2）。見学先は、日本 IBM、ケーシーエス、
シーアンドエーソリューション、ペンギンシステムに協力頂
き実施した。
② メンタリング講座
メンタリングとは、企業の相談役が新入社員をサポートす

る人材育成である。これを導入し、地域のDX化及び諸課題
への興味・関心を喚起することを目的に実施した（Table 4）。
③ AI・IoTプログラミング演習
AI及び IoT機能を用いたプログラミング演習を実施し

た。科目 ｢プログラミング技術｣ では、AIに関するアルゴ
リズムを題材とし、科目「実習｣ では、本県の課題である
｢交通渋滞の解消｣ に繋がる画像認識プログラムの作成とし
た（Table 5）。
④ 先端技術体験会
令和5年 2月、茨城日産自動車（株）、水戸自動車大学校
と連携して、日産の最新鋭の車種6台を試乗しながら、最
先端の自動運転技術を直に体験する機会を提供した（Fig.3）。
④ 高校生による小学生プログラミング教室
地域のDX化について、小学生に知って頂くため、小型
ロボットを題材としたプログラミング教室を開講し、AI及

び IoT機能について披露し、作成方法等、講義した[2]。
⑤ 外部コンテスト・イベント
本活動で得たアイデア等が地域のDX化に役立つか客観的
に評価するため、外部コンテスト等への参加を薦めた。その
結果、多くの生徒が前向きに捉え、挑戦していた（Table 6）。

3　今後の課題

本活動が地域DX化の推進に、有機的かつ具体的に関連
付けるか定量的及び定性的評価を加味して、有効性を検証し
て行きたい。
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Table 4　メンタリング・タイムスケジュール

Table 5　科目 ｢実習」形態

Fig. 3　先端技術体験会

Table 6　過去 4年間のイベント参加状況

Fig. 2　オンライン企業見学 接続図
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